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1.　緒　　　　言
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さらに，消音器吸込部にカバーを設けることによって過給
機吸込温度を低減させ，吸込体積風量を増加させることに
よって，機関の燃費改善を図った．

3.　改 良 点 詳 細

効率向上仕様で実施した各種改良の詳細を，以下に示
す．
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向上仕様は一部のエンジンメーカですでに標準採用されて
おり，現在稼働中である．今後も市場ニーズや低環境負荷


